
































































































































































































































































































































































（10）忽普提 刀朗穆夏威莱克．（11）唐奏恰了 伊拉克 （大）代爾丁・亜曼
（12）代爾登達原 拉克 薩依朗・布爾・布爾
　これでみると宋浦氏の分類と司馬義・鉄木爾
氏の分類には出入りがあることがよく解る。例
えば宋浦氏の（3）海二海二月命と，司馬義氏
の（2）の土名，喀喉・蛤和二主由は全く同じ
ものであるし，同じく宋浦氏の（5）加尼開婚
は，司馬義氏の（6）土名の加尼凱婚と全く同
じものであろう。その他宋浦氏の（6）薩依
龍・布魯・布魯，（7）の代地里瓦，（9）の代爾
登亜芒，（10）の忽普提，（12）の代爾登達■原は，
それぞれ司馬義氏の土名（12）の薩依朗・布
爾・布爾，土名（8）の代爾迫尼瓦，土名（9）
（11）の（小）（大）代爾丁・亜曼であり，（5）
の胡甫提と同じものであろう。また宋流氏の
（2）の牙欧斯・吐龍木は，司馬義氏の土名（3）
の亜勒吾該・托云と同じものかもしれない。即
ちここから解るように蛤密木十婚の中の合曲の
演奏順序は必ずしも一般に固定化され定式化さ
れるものではなく，時により，人により地方に
よって微妙に異っているということである。つ
まりそれだけ『十二木十婚』より素朴で自由さ
が残っているといえるであろう。それとこの恰
密木未婚には，十二木十婚（喀什木十婚）と同
名のものが中に入っている。例えば十二木十婚
の（1）拉克，（2）恰比亜特，（3）木夏未熱克，
（4）恰爾飛，（6）烏礼勒，（12）依拉克は，そ
れぞれ蛤密木十婚の中の（12）拉克，（6）の切
比亜特，（7）の穆夏威莱克，（4）の恰爾須，（8）
の烏孜吟勒，（11）の伊拉克と同名のものであ
る。これ等はその流伝の地が相互に大きく離れ
ていることによって，実際の演奏に当っては，
その演奏方法，使用される楽器，歌われる歌辞，
或いはそれに振り付けられる舞踏などは異って
いるにちがいない。しかしこの名称に同じもの
が多いということは，姶密木十婚が，西方の木
十姻1の伝入の上に成立しているということであ
る。西方の木十婚の基礎はとりもなおさず亀該
楽であり，その発展の結果が喀什木十婚である。
しかし蛤密木十婚の中には土名が多く残ってお
り，それが土名としてではなく正式名称の中に
も多くとり入れられているという事実は，吟密
木十撮の実際の成車母体は，蛤密地方の民間歌
謡であったということを示唆している。
　司馬義氏は吟密木十婚について，そこには24
の章，360の曲調があり，いま残っているのは
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十九の章，262の曲調であるとし，「烏魯克都爾」
「都阿」「拉克」「伊拉克」「刀朗穆夏威莱克」な
どの木十婚の第二分章と一部分の曲調がすでに
失われていると述べている。また全体の曲の流
れとしては，木十婚部分（吟密木十婚では大体
三つの部分に分かれていて，吟密地方特有の楽
器文捷克（ハミアイテイク）の伴奏による散板
序唱をムカムと称している），歌曲部分，歌舞
曲部からなり，はじまりは短章の序曲で，つづ
いて深静，軽快，沈低な麦西莱甫（マシュラッ
プ）楽曲があり，最後に調子の速い楽しげで，
興奮を盛り上げるような養乃婚（セナム）楽曲
となって最高潮に到るのである。
　吟密木十婚の歌辞は，基本的には古典詩人の
ものはなく，地方色豊かな民歌，民謡の類がそ
のべ一スとなっている。その為に『十二木十蝦』
の持っているような，或る意味では歴史的年輸
を経て来たと思わせるような，意味深長な，或
いは宗教的な意味合いを持ったような歌辞が極
めて少ないといわれる。
我打算離開休遠走高飛
　　私はあなから離れて遠くへ飛んでゆく
沿着休家果園中的小径
　　あなたの家の畑の小遣を走りて
和休在麦西莱甫上時時相会
　　あなたと麦西莱甫の時に会いましょう
給休的心田里留下了傷痕
　　あなたの心の畑の中に私のいたむ心の足
　　跡を残しておきたい
紫蒸皮倣的大衣
　　黒い羊の皮で作った上着
寒冬季節穿着箭服
　　冬の寒い季節に着ればあったかい
有情有意的人見
　　私の恋しい人よ
麦西莱甫上親着箭服
　　麦西莱甫の時に着せてあたためてあげる
麦西莱甫は，「十二木十婚」の所で述べたよ
うにウイグル族の伝説的詩人の名であるが，こ
こでは，豊作を祝う踊りという意味から，その
祝いをみんなで歌い踊る場と時を表わす意味に
変って来ている。
但願夜晩永是夜晩
　　夜はいつまでも永い夜であってほしい
但願白天也是夜晩
　　お昼間もみんな夜だったらどんなにいい
　　かしら
願我和情人相会的時刻
　　私と恋しい人が会う時は
是一介永不天亮的夜晩
　　明けることのない夜であってほしい
　姶密木十婚には叙事的歌辞，歴史性を帯びた
歌辞はないようである。吟密木十婚は，十二木
十婚よりずっと素朴で，素直で朗らかである。
蛤密はいまでも，すぐにも沙漠に埋れてしまい
そうな厳しい環境の小さな町である。昔しの旅
人は，もえるような灼熱の太陽と砂の中を渇に
やっと耐えながらこの町にたどりついたのであ
ろう。そこでは人々は，喉と心の渇を癒す事の
みに生命の喜びを見出したにちがいない。そう
した旅人を迎え送り出し，そして我身もその喜
びに浸るのに最もふさわしい方法は，素直にし
てあけっぴろげな歌であり，踊りであり，音楽
なのである。蛤密木十蝿1はまさしくそうした心
の高揚の中で仕込まれ，発酵し，醸造されたう
ま酒なのである。
　ウイグルムカムの中で多朗木十婚は比較的古
く，比較的原始的で，比較的古朴であると言わ
れているが，その内容はあまり解っていない。
現在わかっている多朗木十媛の合曲は9曲であ
る。
　（1）姦里巴牙宛木十婚
　（2）烏滋吟勒木十嫡＝
　（3）拉克木十栂
　（4）木夏烏熱克木十婚
　（5）崩比亜宛木十蝿1
　（6）朱拉木十栂
　（7）森比亜宛木十婚
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　（8）胡代克木十栂
　（9）都原買提木十栂
　これらのうち，（2）の烏該吟勒，（3）拉克，
（4）木夏烏熱克，はそれぞれ，喀什木十蝿1（6）
の烏札勒，（1）の拉克，（3）の木夏未熱克と同
じものであろうし，（6）の朱拉は，「十二木十
婚」の中の掠拉克曼の舞曲部分中の朱拉と一致
している。このことから多朗木十蝿＝も喀什木十
栂からの強い影響を受けているということがわ
かる。
　蒙古族の木十媛研究家，王秀蘭氏は，『清史
稿』巻百十の中に記載されている，「高宗回部
を平定し，其の楽を得，宴楽の末に列す。是れ
回部楽技と為す。達卜一，那鴫疎ト，吟爾札克
一，喀爾奈，塞他爾一，胸巴卜一，巴拉満一，
蘇爾奈一を用う」の「回部楽」というのは多朗
木十婚音楽を指しており，また『清史稿』の，
「回部楽曲一章，思那満，塞勒喀思，察竿，珠
魯」という記述からみれば，これも多朗木十蝦
の曲名を指しているものとしている。その理由
として，塞勒喀思は，塞乃克斯（多朗木十栂の
曲名）のことであり，思那曼もまた塞乃曼（こ
れも多朗木十婚の曲名）のことであり，珠魯も
朱拉（これも多朗木十姻1の曲名）のことである
からであると述べている。しかし，塞勒喀思は，
劉志宵氏がまとめた叶爾先汗国の木十婚に「依
西来特，安格孜」と呼ばれているものがあり，
恐らくこれと同名のものであろうと思われる
し，思那曼は十二木十姻1の王京拉克曼の中の舞曲
部分の寮乃婚（セナム）のことと思われる。ま
た朱魯は，上文に述べた舞曲部分にも朱拉があ
るから，これだけをもって「清史稿」に記され
ている回部楽が，多朗木十婚を指していると断
定するのは危険であろうと思われる。またこの
多朗木十婚が現在9合曲しか残っていないの
は，昔しはユ2曲そろっていたのが，そのうち3
合曲が失われたからであるとするのが一般的論
説に見えるのであるが，しかし劉志宵氏は，そ
うではなく多朗木十婚はもともと最初から9合
曲しかなかったのだという説を立てている。そ
の理由に，9という数字を重んじるシャーマン
文化の影響が働いているとするのである。この
理由の当否は今問わないとしてもその結論は耳
を傾けるものがあると思われる。例えば恰密木
十蝿1の土名は9しか残っていない。これは蛤密
木十蝿1が最初は9ぐらいであったものが，喀什
木十婚から他の木十栂を取り込んで12になって
いるように思えるからである。
　「伊梨木十栂」については，その存在が知ら
れているだけで，詳しい内容については全くわ
かっていないようである。
　木十撮の歴史とその使用される楽器の歴史的
変遷については別稿にゆずる。
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